
広報
2022

11
第200号

笠置町・和束町・南山城村、3町村をつなぐ広報紙

相楽東部広域連合ホームページ

もくじ
まち・むらの話題　���������� 　2〜3
教育　������������������　4
行政　������������������　5
保健・福祉　������������� 　6〜7
安心・安全　���������������　8
おしらせ　��������������　9〜14
図書室・消費者生活　���������� 　15
ベストショット������������� 　16　

南山城保育園運動会

和束保育園運動会

笠置保育所運動会



まち＊むらの 話題

笠
置
町

笠
置
町

和
束
町

笠
置
山
も
み
じ
公
園
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　

今
年
も
11
月
1
日
（
火
）
〜
30
日
（
水
）
ま
で
笠
置
山
も

み
じ
公
園
の
夜
間
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
午
後
５
時
か
ら
９
時
ま

で
お
こ
な
い
ま
す
。

　

笠
置
山
の
も
み
じ
公
園
は
笠
置
寺
の
境
内
に
あ
り
、
公
園

内
は
も
み
じ
や
カ
エ
デ
の
落

ち
葉
が
美
し
く
、
真
っ
赤
な

絨
毯
を
敷
き
詰
め
た
様
子
が

と
て
も
感
動
的
で
す
。
見
上

げ
て
も
、
見
下
ろ
し
て
も
広

が
る
錦
色
の
幻
想
的
な
雰
囲

気
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
笠
置
寺
お
よ
び

も
み
じ
公
園
は
ペ
ッ
ト
を
連

れ
て
の
入
山
が
可
能
で
す
。

ぜ
ひ
ペ
ッ
ト
と
共
に
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
年
も
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
実
施
中
の
11
月
19
日

（
土
）
、
20
日
（
日
）
、
23

日
（
祝
）
、
26
日
（
土
）
、

27
日
（
日
）
の
5
日
間
の
み

午
後
５
時
か
ら
各
日
先
着
30

名
の
来
場
者
に
は
笠
置
寺
で

ご
祈
祷
し
て
い
た
だ
い
た

「
笠
置
恋
守
り
」
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
致
し
ま
す
。
ま
た
、
境

内
で
は
、
地
元
特
産
品
の
販

売
な
ど
も
お
こ
な
い
ま
す
。

問
合
せ　

笠
置
町
四
季
彩
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　

笠
置
町
商
工
観
光
課
内

　
　
　
　
　

☎
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3
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・
2
3
2
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和
束
町
茶
品
評
会 

結
果

　

9
月
15
日
（
木
）
、
グ
リ
ン
テ
ィ
和
束
に
て
第
68
回
和
束

町
茶
品
評
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
煎
茶
58
点
、
て
ん
茶
32
点

が
出
品
さ
れ
、
京
都
府
茶
業
研
究
所
所
長
を
審
査
長
と
し
た

8
名
に
よ
り
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
位
入
賞
者
に
つ
い
て
は
和
束
町
茶
業
関
係
表
彰
式
に
て

表
彰
さ
れ
ま
す
。

1
等
入
賞
者
に
つ
い
て
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

煎
茶
の
部

　

1
等
1
位
　
杉
本
　
竜
一
（
京
都
府
知
事
賞
）

　

1
等
2
位
　
東
本
　
博
利
（
京
都
府
茶
業
会
議
所
会
頭
賞
）

　

1
等
3
位
　
畑
　
　
武
志
（
京
都
府
茶
生
産
協
議
会
会
長
賞
）

　

1
等
4
位
　
籠
嶋
　
　
渉
（
山
城
地
域
農
業
振
興
協
議
会
会
長
賞
）

て
ん
茶
の
部

　

1
等
1
位
　
森
本
　
千
春
（
京
都
府
知
事
賞
）

�

敬
称
略

秋
の
笠
置
ほ
っ
こ
り
市

　

笠
置
町
の
食
の
魅
力
発
信
の
場
と
し
て
、
今
年
２
月
末
に

初
め
て
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
「
ほ
っ
こ
り
市
」
の
第
2
回
が

11
月
5
月
（
土
）
・
6
日
（
日
）
に
開
か
れ
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
笠
置
の
地
元
特
産
品
・
直
売
イ
ベ
ン
ト
が
お

こ
な
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
5
日
（
土
）
は
地
元
サ
ー
ク
ル
の
活
動
発
表

ス
テ
ー
ジ
や
6
日
（
日
）
の
お
昼
に
は
笠
や
ん
を
は
じ
め
、

10
体
以
上
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
達
に
よ
る
グ
リ
ー
テ
ィ

ン
グ
が
あ
り
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

笠
置
の
食
が
一
堂
に
集
ま
り
販
売
さ
れ
る
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
み
な
さ
ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。

主　

催　

笠
置
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社

後　

援　

笠
置
町
・
笠
置
町
商
工
会

協　

力　
（
一
社
）
笠
置
町
観
光
協
会

日　

時　

11
月
５
日
（
土
）
・
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　

※
少
雨
決
行
・
荒
天
中
止

場　

所　
�

笠
置
町
産
業
振
興
会
館
前
特
設
会
場
（
駐
車
ス
ペ

ー
ス
）

主
な
出
品
商
品

　
　
　
　

�

地
元
新
鮮
野
菜
、
生
椎
茸
、

干
し
椎
茸
、
笠
置
サ
イ
ダ
ー
、

笠
ど
ら
、
雲
海
も
ち
、
笠
置

は
ち
み
つ
、
手
作
り
雑
貨
品
、

竹
加
工
品
、
鮎
の
塩
焼
き
、

チ
キ
ン
カ
ツ
弁
当
、
炊
き
込

み
ご
は
ん
、
豚
汁
、�

鹿
肉
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
・
鹿

肉
ジ
ャ
ー
キ
ー
、
と
り
重
、
鶏
肉
、
玉
子
、
無
垢

木
工
製
品
、
粉
末
ウ
コ
ン
他

　
　
　
　

※�

販
売
商
品
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

笠置山もみじ公園夜間ライトアップ笠置恋守り
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和
束
町

南
山
城
村

南
山
城
村

まち＊むらの 話題

祝
橋 

お
絵
か
き
イ
ベ
ン
ト

　

9
月
12
日
（
月
）
〜
14
日
（
水
）
の
3
日
間
、
架
け
替
え

工
事
中
の
祝
橋
で
、
和
束
小
学
校
の
児
童
た
ち
に
よ
る
お
絵

か
き
イ
ベ
ン
ト
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
祝
橋
架
け
替
え
工
事
記
念
と
し
て
、

和
束
小
学
校
30
周
年
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ち
ゃ

ぱ
」
を
描
く
と
い
う
も
の
で
す
。

　

最
初
に
先
生
方
が
「
ち
ゃ
ぱ
」
の
輪
郭
を
描
か
れ
、
児
童

た
ち
が
3
日
間
か
け
色
塗
り
を
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
丁

寧
に
線
画
と
色
塗
を
お
こ
な
い
、
縦
3
メ
ー
ト
ル
、
横
2
メ

ー
ト
ル
の
イ
ラ
ス
ト
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

工
事
完
成
後
、
「
ち
ゃ
ぱ
」
は
舗
装
の
下
に
隠
れ
て
見
え

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
橋
梁
架
け
替
え
と
い
う
大
き

な
事
業
に
関
わ
る
こ
と
で
、
「
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
す
る
」

と
い
う
思
い
を
学
ん
で
く
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
企
業
へ
感
謝
状
贈
呈

　

株
式
会
社
ケ
ー
ケ
ー
シ
ー
情
報
シ
ス
テ
ム
様
か
ら
、
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
て
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

感
謝
の
意
を
表
し
て
、
南
山
城
村
長
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

寄
附
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
賛
同
い
た
だ
き
ま
し
た

「
企
画
推
進
事
業
」
の
事
業
費
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

今
回
の
ご
支
援
を
糧
に
、
こ
れ
か
ら
も
本
村
発
展
の
た
め

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

寄
附
企
業
の
ご
紹
介

法
人
名　

株
式
会
社
ケ
ー
ケ
ー
シ
ー
情
報
シ
ス
テ
ム

本　
　

社　

�

京
都
府
京
都
市
上
京
区
千
本
通
元
誓
願
寺

上
る
南
辻
町
3
6
9
番
地
の
3

事
業
内
容　

�

業
務
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
導
入
、
利
用
に

関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ　

等

寄
附
年
月
日　

令
和
4
年
8
月
23
日

寄
附
額　

1
0
0
万
円

株
式
会
社
ケ
ー
ケ
ー
シ
ー
情
報
シ
ス
テ
ム
様

（左から平沼村長、松下代表取締役社長）

南
山
城
村
老
人
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果

　

9
月
に
南
山
城
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
で
左
記
の
大

会
が
お
こ
な
わ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

9
月
7
日
（
水
）

第
43
回 

南
山
城
村
老
人
ク
ラ
ブ

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果

優　

勝

　

高
尾
老
人
楽
寿
会
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝

　

南
大
河
原
百
寿
会
チ
ー
ム

３　

位

　

高
尾
老
人
楽
寿
会
Ｂ
チ
ー
ム

9
月
28
日
（
水
）

第
19
回 

南
山
城
村
老
人
ク
ラ
ブ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

優　

勝

　

高
尾
老
人
楽
寿
会
チ
ー
ム

準
優
勝

　

月
ヶ
瀬
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　

千
歳
会
チ
ー
ム

３　

位

　

南
大
河
原
百
寿
会
チ
ー
ム

ゲートボール大会（南山城村第２グラウンド）グラウンドゴルフ大会（ダムサイトグラウンド）
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教育教育

職業人から話を聴く
（和束中学校）

　９月12日（月）、和束中学校の２年生が職場体
験に向けた学習の一環として、「職業人から話を聴
く」という学習がおこなわれました。笠置町出身の
美容師である植田旭さんをお招きし、仕事をする上
での楽しみや苦労、モットー等についてお話を伺い
ました。
　また、ヘアカットの実演や生徒の体験もあり、充
実した時間となりました。今後、２年生はさらに３
名からお話を伺い、職場体験学習本番に臨みます。

和束町文化団体（サークル）
意見交流会

　10月13日（木）、和束町体験交流センターにて、
和束町内のサークル同士の交流の場として、交流会が
開かれました。和束町内で、サークル活動発表の場を
開くことを目的とし、参加者からさまざまな意見が出
されました。コロナ禍による練習不足等により、令和
４年度内の開催は見送られましたが、令和５年度以降
の実施に向けて、最初の１歩を踏み出しました。
　発表会開催に向けて、地域の活性化に努めていきま
す。

和束町史編さんだより

※編さん室では、今年南山城水害や戦争体験等の聞き取り調査を予定しています。情報をお持ちの方はご一報ください。

 第5回 14ヶ村から４ヶ村へ
　江戸時代から明治時代へと世の中が大きく変わっていく1868年（慶応４年）閏４月に京都府が成立、和
束郷は禁裏御料ではなくなり、京都府に編入されました。和束に残された古文書の宛先も京都代官ではなく
京都府へと変わっていきます。しかし、突然明治時代の村に変わったわけではなく、1872年（明治５年）
５月までは庄屋・年寄がいる江戸時代の仕組みのままでした。それ以降は区長・戸長などが置かれましたが、
村の数は江戸時代と変わらず14ヶ村でした。
 　それが大きく変わるのは1889年（明治22
年）４月の市町村制施行です。これによって和
束郷14ヶ村は西和束村、中和束村、東和束村、
湯船村の４ヶ村となり、各村には村長が置かれ
ました。なお、この時に和束郷であった田村新
田は井手村に編入されます。
　市町村制下の４ヶ村へと変化した和束郷でし
たが、それでも和束郷というまとまりが失われ
たわけではありません。新天皇の即位大礼に伴
い行われる大嘗祭は、明治天皇の時には東京で
行われましたが、大正天皇・昭和天皇の時には、
京都で行われています。その際、江戸時代と同
じように和束郷は材木を納めています。
　時代や制度が大きく変わっても地域的まとま
りは変わらなかったのです。
問合せ　相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課和束町史編さん室
　　　　　☎ 0774・74・8952　HP https://www.union.sourakutoubu.lg.jp（和束町史編さん室）

1915年（大正４年）大嘗祭のため京都御所へ材木を運ぶ和束郷行列。
京都市三条烏丸で撮影（相楽東部広域連合蔵）
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行 政 Adm i n i s t r a t i on

「税を考える週間」小学生の絵画展（笠置町・南山城村）

　11月11日（金）～17日（木）は「税を考える週間」です。
　笠置町・南山城村では、この期間中に「税金でつくられているもの」をテーマに小
学生の絵画展をおこないます。
展示期間　11月11日（金）～17日（木）
展示場所　笠 置 町　笠置町産業振興会館　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　南山城村　南山城村文化会館（やまなみホール）　　　　　　　　
問 合 せ　笠 置 町 税 住 民 課　☎0743・95・2302（直通）
　　　　　南山城村税住民福祉課　☎0743・93・0103（直通）
※「税を考える週間」については、国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）をご覧
ください。

笠置郵便局と包括連携協定を締結（笠置町）

　９月20日（火）、笠置町役場において笠置郵便局と相
楽地区初となる包括連携協定を締結しました。
　これまでに町と笠置郵便局は、地域の見守り活動や、道
路損傷・不法投棄の情報提供、防災について連携を実施し
ていますが、包括連携協定を締結することにより、町と郵
便局が連携・協力を深め、個々が有する人的・物的資源を
有効活用し、住民サービスの向上および安心・安全の確保
等を図ることを目的とするものです。今後、協議を重ねな
がら、事業を共に取り組んでいきたと考えています。

包括連携協定による連携事項
１．安心・安全な暮らしの実現に関すること　　
２．地域経済活性化に関すること　　　　　　　
３．未来を担う子どもの育成に関すること
４．女性の活躍推進に関すること
５．その他、地方創生に関すること 左：中町長　右：笠置郵便局 倉持局長

笠置町 スマホを学ぼう
　10月５日（水）、「笠置町�スマホを学ぼう」第１回講
座が開かれました。このスマホ講習会は、笠置町との連携
協力により、総務省「利用者向けデジタル活用支援推進事
業」の認定団体がおこなう講習会です。
　第１回は、電源の入れ方や電話のかけかた等スマホの基
本的な操作について講習がおこなわれました。
　終始和やかな雰囲気のなか、参加いただいたみなさんか
らは「丁寧に教えてもらえてよかった」や「次回も参加し
たい」と感想をいただきました。
　笠置町では10月から12月の３カ月間、全８日間にわた
ってスマホの操作およびマイナンバーカード申請等、講座
をおこなう予定をしております。
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保健・福祉

献血にご協力ください（南山城村）

実 施 日　11月25日（金）　
受付時間と場所　午前10時15分～正午　本郷コミュニティセンター
献血できる人　男性　17歳から69歳まで　　
　　　　　　　女性　18歳から69歳まで
　　　　　　　男女とも体重50㎏以上の人
　　　　　　　※65歳以上の人については60歳から64歳までに献血をされた人に限ります。
　　　　　　　※患者や献血者の安全を確保するため、献血をお断りすることがあります。
持 ち 物　献血カード、または運転免許証など本人確認ができるもの
問 合 せ　税住民福祉課　☎0743・93・0103（直通）

新型コロナワクチン接種について（３町村）

　初回接種（１・２回目）を完了した12歳以上の方を対象に、オミクロン株対応２価ワクチンの接種が始まって
います。このワクチンは、オミクロン株に対して、従来型ワクチンを上回る重症化予防効果とともに、持続期間が
短い可能性があるものの、感染予防効果や発症予防効果も期待されています。接種可能時期になりましたら、お住
まいの町村より案内と接種券一体型予診票を送付します。

接種期間　令和５年３月31日まで
対 象 者　初回接種（１・２回目）を完了した12歳以上の方。現在のところ１人１回。
接種間隔　最終接種より５か月以上（今後、接種間隔が短縮される場合があります。）

※�オミクロン株対応２価ワクチンは、初回接種（１・２回目）が完了しないと接種できません。未接種の方も令和
５年３月31日までワクチン接種を受けることができるようになりましたが、オミクロン株対応２価ワクチンの
追加接種を希望される場合は年内に初回接種を完了する必要があります。

接種をご希望の方は、お住まいの町村にご相談ください。
和束町福祉課　　　　　　　　　　　　　　　　　☎0774・78・3006
笠置町新型コロナワクチン接種コールセンター　　☎0743・95・3567
南山城村新型コロナワクチン接種コールセンター　☎0743・93・1567

車いすを寄贈していただきました（和束町）

　10月７日（金）、パナソニッ
ク松愛会京都南支部から、「地域
福祉増進のために活用していただ
きたい」と、車いすを１台寄贈し
ていただきました。
　パナソニック松愛会京都南支部
の車いす寄贈運動は、社会貢献活
動の一環として2011年から京都
府南部の自治体に寄贈されており、
今回の和束町で12台目になるそ
うです。
　寄贈していただいた車いすは、
役場庁舎に設置し、活用させてい
ただきます。
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問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内） ☎0774・73・9988（直通）

12月の診療科目は次のとおりです。（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目 月　　日 診療科目

12月 4日（日） 内科 12月25日（日） 内科・小児科

12月11日（日） 内科・小児科 12月31日（土） 内科・小児科

12月18日（日） 内科・小児科
※11月分については広報れんけい10月号をご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前８時30分～午後０時30分

診療時間 午前９時～

症状によっては診察できない場合や京都山城総合医療
センターを紹介する場合があります。
受診前には電話でお問合せください。

相楽休日応急診療所は 当日電話予約制です
　相楽休日応急診療所では、新型コロナウイルス感染予防の観点から、発熱患者の時間的分離をするため、当日電話予約
制とし、予約がない場合は受診できません。予約の受け入れ人数には限りがあり、受付できない場合があります。
　来所される前に、必ず電話連絡をしてください。

保健・福祉

　

耳
鳴
・
聞
こ
え
に
く
い
・
耳

の
ふ
さ
が
っ
た
感
じ
・
め
ま
い

は
、
メ
ニ
エ
ー
ル
病
で
み
ら
れ

る
症
状
で
す
。
以
前
は
子
育

て
・
介
護
・
お
仕
事
に
よ
る
慢

性
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
が
多
い
年

代
に
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

最
近
で
は
10
代
、
20
代
の
若
年

者
に
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
小

学
生
で
も
よ
く
見
か
け
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

耳
鳴
・
難
聴
・
耳
閉
感
・
め

ま
い
は
内
耳
へ
の
血
液
の
流
れ

が
良
く
な
い
と
起
こ
り
や
す
く
、

睡
眠
不
足
・
ス
ト
レ
ス
・
ホ
ル

モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
に
よ
る

自
律
神
経
の
不
調
や
首
肩
コ
リ

が
引
き
金
に
な
り
ま
す
。
自
律

神
経
は
血
流
の
調
節
を
含
め
、

全
身
の
あ
ら
ゆ
る
機
能
的
な
調

節
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
若

年
者
に
増
加
し
て
い
る
理
由
と

し
て
、
目
の
疲
れ
と
そ
れ
に
よ

る
首
こ
り
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

長
時
間
に
わ
た
る
同
じ
姿
勢
で

の
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
に

向
か
っ
て
の
作
業
、
ス
マ
ホ
や

ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な
っ
た
り
し

て
、
発
症
し
て
い
る
事
例
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
。
眼
精
疲
労
と

首
コ
リ
に
も
密
接
な
関
係
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
水
分
を
あ
ま

り
摂
ら
な
い
方
や
動
か
な
い
生

活
を
し
て
い
る
方
は
、
体
内
の

水
分
が
循
環
せ
ず
に
内
耳
で
リ

ン
パ
液
が
滞
る
た
め
、
内
耳
圧

が
上
昇
す
る
こ
と
に
よ
り
発
症

し
や
す
く
な
り
ま
す
。
以
前
は

気
圧
が
低
下
す
る
梅
雨
や
台
風

時
期
に
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
以
降
は
一
年
通
し
て

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
テ
レ

ワ
ー
ク
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方

に
も
多
い
印
象
に
あ
り
ま
す
。

　

内
耳
へ
の
血
流
を
改
善
す
る

お
薬
や
内
耳
の
む
く
み
を
改
善

す
る
お
薬
に
よ
る
治
療
も
あ
り

ま
す
が
、
質
の
よ
い
睡
眠
、
首

肩
こ
り
解
消
、
水
分
を
十
分
に

と
る
、
目
が
疲
れ
な
い
よ
う
に
、

よ
く
歩
く
生
活
を
心
掛
け
る
こ

と
が
重
要
で
発
症
予
防
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

鈴
木
耳
鼻
咽
喉
科

鈴
木
慎
二

　 　

　
会
師
医
楽
相

ス
イ
バ
ド
ア
康
健

そ
の
そ
の
9292  

若
年
者
に
増
え
る
耳
の
不
調
・
め
ま
い

若
年
者
に
増
え
る
耳
の
不
調
・
め
ま
い

JA京都やましろ青壮年部和束町支部が「ながら見守り活動」を開始
　JA京都やましろ青壮年部和束町支部が日常の業務
を通じて防犯の視点をもって活動することで地域のこ
どもたちや高齢者の安全安心を見守る「ながら見守り
活動」をおこなうことになり、その出発式が９月26
日（月）開かされました。出発式では、京都府木津警
察署からJA京都やましろ青壮年部和束町支部に車両
に貼る「ながら見守り実施中」のマグネットが贈呈さ
れ、その後和束小学校付近で下校時刻に合わせて見
守り活動をおこなわれました。
また、和束町役場前で福祉課、
社会福祉協議会と今後の見守
り活動における連携について
情報交換しました。
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木
津
警
察
署
か
ら
の

お
し
ら
せ

犯
罪
被
害
者
支
援
に
御
協
力
を

　

11
月
25
日
（
金
）
か
ら
12
月
1
日

（
木
）
ま
で
の
１
週
間
は
、
犯
罪
被
害
者

週
間
で
す
。

　

い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
日
常
で
、
あ
る

日
突
然
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
、
犯
罪
に
よ

っ
て
ご
自
身
や
大
切
な
人
が
命
を
落
と
し

た
り
、
怪
我
を
負
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ

と
が
今
も
起
き
て
い
ま
す
。

　

犯
罪
に
よ
る
被
害
は
、
犯
罪
そ
の
も
の

に
よ
っ
て
被
害
者
が
傷
つ
く
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

被
害
者
、
そ
の
ご
家
族
・
ご
遺
族
は
、

そ
の
後
の
生
活
の
中
で
精
神
的
・
経
済
的

に
も
様
々
な
困
難
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
ご
家
族
・
ご
遺
族

が
置
か
れ
て
い
る
状
況
へ
の
理
解
と
温
か

い
支
援
の
手
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

京
都
府
木
津
警
察
署

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
1
1
0

11
月
9
日
か
ら
15
日
は

 「
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

火
災
予
防
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
尊

い
命
を
守
る
と
と
も
に
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

�
の
ポ
イ
ン
ト

・
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な
い
。

・
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

・
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を
離
れ
な
い
。

・
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、
不
必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

・�

火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス
ト
ー
ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装

置
の
付
い
た
機
器
を
使
用
す
る
。

・�

火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定
期
的
に

点
検
し
、
10
年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

・�

火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣

類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
は
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

・�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
消
火
器
等
を
設
置
し
、
使

い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

・�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
、
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を

常
に
確
保
し
備
え
て
お
く
。

・�

防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪
問
な
ど
に
よ
り
、

地
域
ぐ
る
み
の
防
火
対
策
を
お
こ
な
う
。

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合

　
　
　
　

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
1

安心・安全

犯罪被害者等支援
シンボルマーク
「ギュっとちゃん」

出典：消防庁
　　　ホームページ

（http://www.fdma.go.jp/）

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
街
頭
啓
発

　

9
月
21
日
（
水
）
、
和
束

町
白
栖
交
差
点
で
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
街
頭
啓
発
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

は
9
月
21
日
（
水
）
か
ら
30

日
（
金
）
ま
で
全
国
一
斉
に

開
か
れ
る
も
の
で
、
子
ど
も

と
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
、

歩
行
者
の
安
全
確
保
、
夜
間

の
歩
行
者
事
故
等
の
防
止
お

よ
び
飲
酒
運
転
の
根
絶
、
自

転
車
の
交
通
ル
ー
ル
順
守
の

徹
底
を
重
点
目
標
と
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
和
束
町
交
通

安
全
対
策
協
議
会
会
員
10
人

と
木
津
署
警
察
官
2
人
が
道

行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
や
通
勤
・

通
学
の
み
な
さ
ん
に
除
菌
ウ

ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
反
射

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
配
布
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
日
が
短
く
な

る
こ
と
か
ら
夕
暮
れ
時
に
は

早
め
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
、

ま
た
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
反
射
材
を
身
に
着
け
交

通
事
故
抑
止
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
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※�
マ
ス
ク
着
用
の
う
え
、
検
温
を
済
ま
せ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

※�

以
下
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
後
の

状
況
に
応
じ
て
、
変
更
、
ま
た
は
中
止
さ
せ

て
い
た
だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し

く
は
、
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
お
電

話
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

日　
時　
11
月
7
日
（
月
）
・
21
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
7
時
30
分
〜
8
時
40
分

場　
所　
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

講　
師　
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
コ
ド
ソ
先
生

参
加
対
象　

 

和
束
町
に
在
住
の
高
校
生
以
上
の
人

問
合
せ　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

●
笠
置
町
・
南
山
城
村
教
室

日　
時　
11
月
9
日
（
水
）
・
30
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
7
時
30
分
〜
8
時
30
分

場　
所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

講　
師　
ク
ラ
ー
ク
・
ボ
ー
ド
リ
ー
先
生

参
加
対
象　

 

笠
置
町
・
南
山
城
村
に
在
住
の
高
校

生
以
上
の
人

問
合
せ　
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

　
　
　
　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

講
座

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』	

日　
時　
11
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場　
所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）
和
室

講　
師　
菅
瀬　

操
仙
さ
ん

対
象
者　

 

南
山
城
村
と
笠
置
町
に
在
住
の
小
中

学
生
と
そ
の
保
護
者

※ 

受
講
を
ご
希
望
の
人
は
お
気
軽
に
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

 『
健
康
体
操
教
室
』

日　
時　
11
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

場　
所　
つ
む
ぎ
て
ら
す　

ホ
ー
ル

講　
師　
鷹
野　

明
子
さ
ん

問
合
せ　
教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

心
と
カ
ラ
ダ
の
健
康
づ
く
り
事
業

 『
ヨ
ガ
教
室
』

日　
時　
12
月
3
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
30
分
〜
12
時
30
分

場　
所　
笠
置
町
産
業
振
興
会
館
２
階
ホ
ー
ル

講　
師　
小
島　

智
子
さ
ん

対
象
者　

�

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

人
（
高
校
生
不
可
）

定　
員　
先
着
15
人

参
加
費
用　

１
０
０
円

持
ち
物　

�

タ
オ
ル
・
水
筒
・
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た

は
大
判
バ
ス
タ
オ
ル
・
動
き
や
す
い

服
装

申
込
期
間　

11
月
14
日
（
月
）
〜
25
日
（
金
）

問
合
せ　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

親
子
ふ
れ
あ
い
事
業

 『
フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験
教
室
』

日　

時　

12
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

�

カ
リ
ノ
パ
ー
バ
ル
フ
ラ
ス
タ
ジ
オ

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　

西
濱　

美
和
さ
ん

内　

容　

フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験

対
象
者　

�

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
親
子
（
お
子

さ
ん
は
３
歳
以
上
）

定　

員　

先
着
10
組

参
加
費
用　

無
料

持
ち
物　

タ
オ
ル
・
水
筒
・
動
き
や
す
い
服
装

※�

フ
ラ
ダ
ン
ス
衣
装
レ
ン
タ
ル
希
望
の
人
は
申

込
み
時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

11
月
7
日
（
月
）
〜
22
日
（
火
）

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

大
人
も
Wa
ku
Wor
k
体
験
事
業

�『
寄
せ
植
え
教
室
』

日　

時　

①
12
月
14
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

　
　
　
　
　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

②
12
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

　
　
　
　
　

笠
置
産
業
振
興
会
館　

講　

師　

勝
田　

智
子
さ
ん

参
加
対
象　

�

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
才
以
上
の

人
（
高
校
生
不
可
）

定　

員　

各
先
着
10
人

参
加
費
用　

1
7
0
0
円

申
込
期
間　

①
11
月
21
日
（
月
）
〜
30
日
（
水
）

　
　
　
　

②
12
月
1
日
（
木
）
〜
9
日
（
金
）

※
①
②
ど
ち
ら
か
の
み
の
ご
参
加
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

第
31
回 

笠
置
解
放
文
化
祭

 『
絆
：
き
ず
こ
う
・
ず
っ
と
・
な
か
ま
』

　

人
権
確
立
の
社
会
を
目
指
し
、
交
流
を
深
め
、

新
し
い
文
化
を
創
造
し
よ
う
。

日　
時　
11
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

会　
場　
笠
置
会
館

内　
容　
作
品
展
示
・
模
擬
店
・
催
し
物

問
合
せ　
笠
置
解
放
文
化
祭
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
1
4
0

定
住
自
立
圏
事
業

 『
歴
史
講
演
会
』

日　
時　
11
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

場　
所　

�

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）

テ
ー
マ　

�

「
神
君
伊
賀
越
え
は
大
和
・
伊
賀
盆

催
し

in
fo
rm

ation

おしらせ
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地
越
え
だ
っ
た
」

講　
師　

�

上
島　

秀
友
さ
ん
（
歴
史
作
家

　
　
　
　

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
）

参
加
費
用　

無
料

※�

3
町
村
在
住
の
人
以
外
で
も
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

日　
時　
11
月
20
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
〜
正
午

場　
所　
相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
３
階

内　
容　

 

心
肺
蘇
生
法
、
異
物
除
去
法
、
止
血

法
お
よ
び
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使
用
方
法
な
ど
（
人

工
呼
吸
は
説
明
の
み
）

対
象
者　

 

木
津
川
市
、
笠
置
町
、
和
束
町
お
よ

び
南
山
城
村
に
在
住
･
在
学
ま
た
は

勤
務
す
る
人
（
中
学
生
以
上
の
人
と

し
ま
す
）

募
集
人
員　

 

先
着
6
人

受
講
料　
無
料

申
込
期
間　

11
月
7
日
（
月
）
〜
15
日
（
火
）

　
　
　
　
　

 

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

　
　
　
　
　

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

問
合
せ　
相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　

警
防
課
救
急
係

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
2

募
集

に
じ
っ
こ・城
陽

日　
時　
11
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

会　
場　
京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

対
象
者　
・ 

0
歳
〜
就
学
前
の
聞
こ
え
づ
ら
さ

の
あ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
家
族

　
　
　
　

・ 

子
ど
も
の
聞
こ
え
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
家
族

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　

 

問
合
せ
先
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
電

話
・
F
A
X
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

 

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64
）　

　
　
　
　

担
当
：
若
狭

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
30
・
9
0
0
0

　
　
　
　
　
FAX
0
7
7
4
・
55
・
7
7
0
8

　
　
　
　

�n
an
b
u
-n
an
ch
oyoji@

kyoto-chogen.or.jp

※�

以
下
の
各
種
相
談
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
権・行
政
相
談（
笠
置
町
）

日　
時　
11
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

QＲコードからも
アクセスできます。

相
談

場　
所　

 

笠
置
会
館　

1
階
会
議
室

問
合
せ　
笠
置
町
人
権
啓
発
課
（
人
権
） 

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・95・2
1
4
0（
直
通
）

　
　
　
　

笠
置
町
総
務
財
政
課
（
行
政
）

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・95・2
3
0
1（
直
通
）

行
政
相
談（
和
束
町
）

日　
時　
11
月
1
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場　
所　
和
束
町
役
場　

第
1
相
談
室

問
合
せ　
和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4・78・3
0
0
1（
直
通
）

就
労
相
談（
和
束
町
）

日　
時　
11
月
22
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場　
所　
和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

 

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

人
権
相
談（
和
束
町
）

日　
時　
11
月
25
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

場　
所　

 

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

 

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

人
権・困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

日　
時　
11
月
21
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場　
所　

 

月
ヶ
瀬
N
T
集
会
所

問
合
せ　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３・93・０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

日　
時　
11
月
21
日
（
月
）

　
　
　
　
　

 

午
後
1
時
30
分
〜
5
時

　
　
　
　

（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　
所　

 

月
ヶ
瀬
N
T
集
会
所

問
合
せ
・
予
約

　
　
　
　

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　
☎
０
７
４
３・93・０
１
０
２（
直
通
）

※ 

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
予
約
は
11
月
18
日
（
金
）
午
後
5
時
ま

で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日

場
　
所

11
月
9
日（
水
）

東
部
区
集
会
所

11
月
15
日（
火
）

飛
鳥
路
区
集
会
所

11
月
25
日（
金
）

笠
置
会
館

時　
間　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問
合
せ　
笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・95・2
3
0
3（
直
通
）

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

場
　
所

11
月
16
日（
水
）

童
仙
房
公
民
館

11
月
18
日（
金
）

高
尾
公
民
館

11
月
25
日（
金
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

in
forma

tio
nおしらせ
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時　
間　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問
合
せ　
南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日　
時　
11
月
16
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

場　
所　

 

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
駅
前
1
―

10

　
　
　
　

（ 

J
R
木
津
駅 

西
口 

ロ
ー
タ
リ
ー

前
す
ぐ
）

費　
用　
無
料	

問
合
せ　

 

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
1

　
　
　
　
　
FAX
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
5

※ 

相
談
会
以
外
の
日
に
も
、
ご
相
談
を
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

出
張
が
ん
個
別
相
談

　

『
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
頭
が
真
っ
白
』
『
誰

か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
』
な
ど
、
が
ん

に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
す
る
窓

口
と
し
て
、
京
都
府
山
城
南
保
健
所
に
て
出
張

相
談
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日　
時　
12
月
6
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場　
所　
京
都
府
山
城
南
保
健
所

相
談
員　

 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
の
保
健
師
ま
た
は
看
護
師

相
談
料　
無
料

予　
約　

 

実
施
日
の
前
日
午
後
4
時
ま
で
に
左

記
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　

 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
（
京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町

43
メ
ル
ク
リ
オ
京
都
２
階
）

　
　
　
　
　
　

0
1
2
0
・
0
7
8
・
3
9
4

　
　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※ 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

電
話
お
よ
び
対
面
相
談
を
、
月
〜
金
（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
の
午
前
9
時
〜
正

午
、
午
後
1
時
〜
4
時
に
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

き
こ
え
の
相
談
会

　

「
最
近
、
電
話
で
相
手
の
声
が
聞
き
取
り
に

く
い
」
「
騒
が
し
い
場
所
で
の
会
話
が
聞
き
取

り
に
く
く
な
っ
た
。
」
「
補
聴
器
を
使
っ
て
み

た
い
が
…
」
な
ど
耳
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ

ま
せ
ん
か
。
年
齢
と
と
も
に
、
誰
で
も
耳
が
遠

く
な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

　

自
分
の
聴
力
が
ど
の
く
ら
い
な
の
か
一
度
、

聴
力
測
定
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

定
期
相
談
会

日　
程　
毎
月
1
回　

11
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　
　
①
午
前
10
時
〜　

②
午
前
11
時
〜

　
　
　
　
　

③
午
後
１
時
〜　

④
午
後
２
時
〜　

場　
所　

 

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相

楽
会
館
内
）

内　
容　

 

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

　
　
　
　

（ 

聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時

間
程
度
）

対　
象　

 

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
人
と
そ
の
家
族

費　
用　
無
料

申
込
み　

 

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
１
週
間

前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

 

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住

所
・
電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）
・
相
談

内
容
・
ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合

は
、
変
更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
〒
６
１
９
―

０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0

※ 

相
談
会
以
外
の
日
に
も
、
ご
相
談
を
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

京
都
府
最
低
賃
金

　

京
都
府
の
最
低
賃
金
が
10
月
9
日

か
ら
、
時
給
9
6
8
円
に
な
り
ま
し

た
。
最
低
賃
金
は
、
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
を
お
こ
な
う
事
業
主
へ
の

助
成
金
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。
く
わ

し
く
は
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

京都府最低賃金　検索

問
合
せ　
京
都
労
働
局
賃
金
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
5
・
2
4
1
・
3
2
1
5

ひ
よ
こ
広
場（
南
山
城
村
）

対　
象　

 

就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

開
催
曜
日　

月
曜
日
・
水
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

場　
所　

 

南
山
城
村

　
　
　
　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

機
能
訓
練
室

リ
ト
ミ
ッ
ク
開
催
日　
11
月
21
日
（
月
）

（
予
約
不
要
。
３
町
村
い
ず
れ
に
お
住
ま
い
の

人
も
参
加
可
能
で
す
。
）

問
合
せ　
南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

伊
賀・山
城
南・東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

救
急・健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

�

0
1
2
0
・
4
1
9
9
・
２
２

　

心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時
間
体
制

で
お
応
え
し
ま
す
。
通
話
・
相
談
は
無
料
で
す
。

◇ 

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
お
名
前
と
年
齢

を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇ 

ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村
に
お
住

ま
い
の
み
な
さ
ん
が
無
料
で
相
談
で
き
ま
す
。

◇ 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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国立国会図書館関西館開館20周年記念講演・シンポジウム
日　　時　12月８日（木）午後１時15分～４時35分
開催形態　オンライン開催（Webex�Webinarsを使用）
定　　員　先着900名（参加費無料）
内　　容　�山極壽一氏（総合地球環境学研究所所長）による講演「コミュニケーションの進化と

図書館の未来」および図書館の専門家らによるシンポジウム「これからの図書館―読
書はどう変わる？デジタルでどう変わる？―」をおこないます。

申込方法　右記の二次元コードもしくはURLからお申込みください。
　　　　　　HP　https://www.ndl.go.jp/jp/event/events/kansai_20221208.html QＲコードからも

アクセスできます。

関西館見学デー
日　　時　11月20日（日）午前10時～午後４時
場　　所　国立国会図書館関西館（精華町）閲覧室（地下１階）等
内　　容　�「せいか祭り2022」の開催に合わせ、書庫ツアー（要事前申込）や昔のレコード音源を使用した

コンサートなどをおこないます。年齢制限はありません。手続き不要で入館いただけますが、在館
者数が一定数を超えると入館をお待ちいただく場合があります。また、新型コロナ

　　　　　ウイルスの感染拡大状況によっては、規模を縮小しておこないます。
書庫ツアー申込方法
　　　　　右記の二次元コードもしくはURLからお申込みください。
　　　　　　HP　https://www.ndl.go.jp/jp/event/events/kansai_20221120.html QＲコードからも

アクセスできます。

問合せ先（両イベントとも）　国立国会図書館関西館総務係　☎0774・98・1224

in
forma

tio
nおしらせ

令和５年度京都府山城教育局管内小・中学校講師登録会
　京都府山城教育局では、11月18日（金）、19日（土）に講師登録会を開きます。
18日は、午後１時～・２時～・３時～・４時～の間隔で４回、
19日は、午前10時～・11時～・午後１時～・２時～・３時～・４時～の間隔で６回おこないます。
　来年度に小・中学校での講師をご希望の方は、事前に電話もしくはホームページで申込みの上、指定の講師
登録票または会計年度任用職員申込書を山城教育局までご持参ください。
　講師登録票は山城教育局、広域連合教育委員会にご用意しているほか、局ホームページからもダウンロード
できます。
　開催期間以降も、講師登録は随時受付けております。
問合せ　京都府山城教育局　学務課（京都府京田辺市田辺明田１）
　　　　　☎ 0774・62・0274　HP http://www.kyoto-be.ne.jp/yamasiro-k/cms/

事業主のみなさまへ
労働保険の成立手続はおすみですか
◇11月は「労働保険未手続事業一掃強化期間」です◇

　労働保険とは、労働（通勤）災害や失業等が発生した際に、保険給付等をおこなうことにより労働者の福祉
の増進を図る制度です。労働保険は政府が管理、運営している強制保険で、原則として、労働者を一人でも雇
っていれば労働保険の適用事業所となり、事業主は成立手続（加入手続）をおこなわなければなりません。

問合せ
　京都労働局　労働保険徴収課
　　☎075・279・3220
　　 または、最寄りの労働基準監督署・公共職業

安定所まで
　京都労働局ホームページ（労働保険関係）
　　 https://jsite.mhlw.go.jp/kyoto-roudoukyoku/home.html

労働保険とは、労災保険と雇用保険の
２つを併せた保険のことをいいます。

122022.11◦第200号 広報  
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水と歴史でつながる伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）定住自立圏
　笠置町と南山城村は、三重県伊賀市・奈良県山添村と定住自立圏形成協定を締結し、
医療や火災、観光などを連携して事業に取り組んでいます。
　ここでは、伊賀市・山添村の一押しの情報を紹介します。

伊賀市 冬の体験プログラムを楽しみませんか
　伊賀市は、伊賀の風土と歴史の中で育まれた伝統文化をはじめ、
江戸時代の面影を色濃く残す城下町の町並み、盆地特有の気候と
淀川源流の清水がもたらす自然の恵みなど、魅力が満載です。歴
史と文化、自然豊かなこの地で、伊賀ならではの体験・アクティ
ビティなどのプログラムを用意してお待ちしております。

申込方法・申込受付開始日
　❶電話　12月３日（土）午前10時～
　❷いがぶら公式ウェブサイト　12月４日（日）正午～
　 プログラム内容・申込方法などは、いがぶら公式ウェブサイト

をご確認ください。
　ウェブからの申込みは、会員登録（無料）が必要です。
　※申込み受付けは先着順
問合せ　いがぶら実行委員会事務局
　　　　（（株）まちづくり伊賀上野）　
　　　　　☎0595・51・9088
　　　　　 igaburari@gmail.com

いがぶら
公式ウェブサイトhttps://igabura.com/

山添村 レンタサイクルを導入しました
　本サービスは、山添村を訪れる観光客に対し、新たな交通手段
を提供するものであり、山添の“ちょうどいいイナカ”の魅力が
更に向上し、山添周辺地域の活性化につながることが期待されま
す。
　山添村の自然を感じながら、ご家族やご友人同士でサイクリン
グを楽しみませんか！

導入車両　電動アシスト自転車５台
　　　　　（山添村役場２台、森林科学館３台）
導入場所　山添村役場、森林科学館
利 用 日　山添村役場（全日）
　　　　　森林科学館（月・火・金・土・日）
利用時間　午前９時～午後５時
利用料金　2,000円
問 合 せ　地域振興課
　　　　　　☎0743・85・0048

 ※ご利用方法については、
COGICOGIホームページをご覧ください。

13 広報  　　　 2022.11◦第200号



in
forma

tio
nおしらせ

京都やましろ体験交流協議会	 〒619-1222�和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
	 ☎ 0774・78・3396　  info@chagenkyo.com　担当：湊・鍵岡・吉岡

ごみの出し方に関する問合せ
　笠 置 町 税 住 民 課　☎0743・95・2302（直通）
　和束町農村振興課　☎0774・78・3008（直通）
　南山城村建設環境課　☎0743・93・0106（直通）

燃えるごみ収集日
　笠 置 町　毎週　火・金曜日
　和 束 町　毎週　月・木曜日
　南山城村　毎週　火・金曜日（野殿・童仙房は火曜日のみ）

クリップ、ホッチキスははずす。

燃えるごみの出し方
燃えるごみ
出せるもの（一例）　�生ごみ・紙類・布類・木くず・紙おむつ

出す時の注意
◎�生ごみの約6割は水分です。そのまま袋に入れると悪臭の原因になりま
す。十分に水切りをして出してください。
◎�食用油は固めるか、紙などに浸してください。
◎�紙類はクリップやホッチキス等は外して出してください。
◎�刈草等は乾かして土を取って、燃えるごみの袋にいれて収集所に出して
ください。
◎�竹・枝・茎等は燃えるごみの袋に入らない竹・木類は必ず１m以内に切
断し紐で束ね収集所に出してください。
◎�紙おむつは汚物を取り除き新聞紙等で包んで燃えるごみの袋に入れてく
ださい。

　生ごみの水切り、ごみの分別を徹底していただくことで、ごみの減量化
やごみ処理費用の節約につながります。ご協力をよろしくお願いします。

農村宿泊体験（農泊）11月号
　受入家庭のみなさん、こんにちは。今月号は既に何度も受入をされているベテラン家庭さんのご紹介です。
今までの受入の話や質問など聞きたいことがあれば、勉強会などで聞いてみてください。

受入家庭さん紹介コーナー
❶お名前・お住まい　岡田�和子さん【和束町木屋】
❷受入を始められたきっかけ
　�　地域の集会で受入家庭募集の説明を聞き、楽しそうと思った。生徒さんたちと
の交流はもちろん、農泊をきっかけに地元の人とも仲良くなれると思ったから。

❸受入を通して感じたこと
　��　始めた当初は気を遣うこともあったけど、受入家庭同士での情報共有や意見交
換ができる機会もあり、今はそれも含めて色々な人と接することが楽しい。地域に活気があふれ、自分にとって
も生きがいになりこれからも続けていきたい。

　笠置町・和束町・南山城村の３町村協働で組織した、京都やましろ体験交流協議会では、子
どもたちや海外のみなさんと、農村のありのままの生活を共に送る農泊事業を進めています。
子どもたちと一緒にごはんを作り、お茶を急須で淹れて飲み、話し、家族のように過ごしてい
ただきます。年々、海外からの問合せも多くなってきます。
　少しでも受入にご興味をお持ちいただいたみなさま、事務局が全力でサポートいたします。
事務局までお気軽にご連絡ください。

新規新規
受入家庭受入家庭
大募集!大募集!

十分に水切りしてください。

ご寄付ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金」へ次のとおりご寄付をいただきました。
　　　　　　氏名：篠原　敦子 様　　住所：広島県広島市　　　寄付金額：14,000円 142022.11◦第200号 広報  
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・
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４
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★�Pick�UP�★
「 90歳になっても、楽しく生きる」

樋口　恵子 ／ 著
　どんな美人も平等にバアサンに
なる。親友よりお仲間が多い方が
いい。老いを受け入れ、感謝の心
を忘れず、だが言うべきことは言
っていく。
　人生100年、既存の原稿から老
いの知恵を厳選した前向き痛快エ
ッセイ集。

図書室の連絡先
　笠置町図書室 ☎0743・95・2726
　和束町体験交流センター図書室 ☎0774・78・4013
　南山城村図書室 ☎0743・93・0522

町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　　置

一般書
その本は ヨシタケシンスケ

又吉直樹
夜に星を放つ 窪　美澄
90歳になっても、楽しく生きる 樋口 恵子

児童書
マシュマロおばけ プリシラ＆

オットー・フリードリック
じいちゃんの島は宝島 漆原 智良
消えた図書室 西村 友里

和　　束

一般書
カレーの時間 寺地 はるな
いつもの木曜日 青山 美智子
嘘つきジェンガ 辻村 深月

児童書
ひめさま！じいがかぜをひいたでござる 丸山 誠司
パンしろくま 柴田 ケイコ
めをさませ 五味 太郎

南山城村

一般書
タラント 角田 光代
今日は、これをしました 群 ようこ
鷹の系譜 堂場 瞬一

児童書

学習まんがドラえもん
星のサイエンス 藤子・F・不二雄

アンパンマンとさばくのたから やなせ たかし
ふしぎな図書館と魔王グライモン 廣嶋 玲子

☆３町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

通
い
放
題
コ
ー
ス
脱
毛
エ
ス
テ
の
中
途
解
約
に
ご
注
意
！

～�

男
性
の
脱
毛
エ
ス
テ
の
相
談
は
過
去
最
多
！
～

和束町体験交流センター図書室から
●『おはなし会』のご案内
日　時　11月13日（日）午前10時～　　場　所　和束町体験交流センター　ホール
おはなしサークル「ぐりぐら」さんによる、おはなしや手遊びで楽しみませんか。
お問合せ、お申込みは和束町図書室まで。

☆『おはなしのじかん』のご案内
日　時　11月27日（日）午前10時30分～　　場　所　和束町体験交流センター　ホール
申込み不要。どなたでもご参加ください。

　
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
は
多
く
の
脱
毛
エ
ス
テ
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。そ
の
中
で
も「
通
い
放
題
」「
○
年
間
脱
毛
し
放
題
」「
期
間・回
数
無
制
限
」「
永
久
保
証
」

「
△
年
施
術
保
証
」な
ど
の
長
期
間
の
施
術
を
前
提
と
す
る
コ
ー
ス
で
、中
途
解
約・精
算

を
す
る
と
き
に
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
と
い
う
事
例
な
ど
が
目
立
ち
ま
す
。相
談
事
例
か
ら

問
題
点
を
考
え
、ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〈
事
例
〉　
❶
永
久
保
証
を
う
た
う
脱
毛
を
40
万
円
で
契
約
し
1
回
施
術
後
、
解
約
し
た

ら
10
万
円
請
求
さ
れ
た
。
❷
施
術
有
効
期
間
が
3
年
間
と
い
わ
れ
契
約
し
た
が
、
中
途

解
約
が
で
き
る
期
間
は
1
年
だ
っ
た
。
❸
解
約
に
な
っ
て
初
め
て
「
18
回
ほ
ど
で
効
果

が
出
る
施
術
だ
が
、
返
金
対
象
は
8
回
ま
で
」
と
わ
か
っ
た
。

〈
問
題
点
〉　

通
い
放
題
と
広
告
・
説
明
さ
れ
た
期
間
と
実
際
の
契
約
内
容
（
有
償
部

分
）
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
「
思
っ
た
以
上
に
中
途
解
約
可
能
な
期
間
が
短
か
っ
た
」

と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
。

〈
ア
ド
バ
イ
ス
〉　
❶
脱
毛
エ
ス
テ
の
長
期
間
に
わ
た
る
契
約
の
場
合
、
中
途
解
約
や
返
金

の
条
件
も
よ
く
確
認
し
慎
重
に
検
討
す
る
。
❷
通
い
放
題
コ
ー
ス
の
場
合
「
有
償
で
の

施
術
期
間
・
回
数
」
と
「
無
償
で
の
施
術
期
間
・
回
数
（
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
）
」
に

分
か
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
、
全
体
の
施
術
可
能
期
間
だ
け
を
見
ず
、
詳
細
を

書
面
で
確
認
す
る
。
中
途
解
約
時
に
は
施
術
を
受
け
た
回
数
分
の
支
払
も
必
要
に
な
る

の
で
、
１
回
施
術
を
受
け
る
の
に
い
く
ら
か
か
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
も
認
識
し
て

お
く
。
❸
契
約
前
に
は
施
術
内
容
や
契
約
条
件
に
つ
い
て
理
解
で
き
る
ま
で
説
明
を
受

け
、
分
割
払
い
の
場
合
は
支
払
期
間
・
回
数
等
も
よ
く
確
認
す
る
。

　
不
安
に
思
っ
た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た
場
合
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。
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〒
619-1205 京

都
府

相
楽

郡
和

束
町

大
字

中
小

字
平

田
23番

地
の

1
☎

0774・
78・

0120　
FAX

0774・
78・

0121
人口・世帯数
（令和４年10月１日現在）3町村人口

和 束 町

〒619-1295 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14番地の2

☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

https://www.town.wazuka.lg.jp/

人　口� 3,615人　
世帯数� 1,692世帯

（減1）
（0）

笠 置 町

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90番地の1

☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

人　口� 1,170人　
世帯数� � �601世帯

（減3）
（減3）

南 山 城 村

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14番地1

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

https://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人　口� 2,523人　
世帯数� 1,210世帯

（減5）
（減3）

運行日：月・水・金・土
（祝日運行・12月29日～1月3日は運休）

運　賃：最大300円

◦月ヶ瀬口駅発
　8：15 / 10：15 / 13：40 / 15：40
◦加茂駅発
　9：15 / 11：15 / 14：40 / 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ
☎0595・38・1524

【その他の問合せ】
南山城村総務財政課
☎0743・93・0102 運行状況確認

QRコード

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中

　10月１日（土）、笠置小学校・和束小学校・南山城小学校でそれぞれ運動会が開かれ
ました。天気にも恵まれ、子どもたちはこの日のために練習してきた成果を、家族や地域
のみなさんに見てもらおうと演技や競技に一生懸命取り組んでいました。子どもたちのひ
たむきな姿は、見ている人に大きな感動を与え、大きな拍手や歓声が上がっていました。

みんな元気に、３小学
校運動会!!

笠置小学校 和束小学校

南山城小学校


